関西現代音楽交流協会（ＫＭＭA）
第44回現代音楽作品の夕べ
2012年12月1日（土）16:30　開演（16:00開場）トントレフ・ヒコ
主催：　　　関西現代音楽交流協会
後援：　　　　　大阪音楽大学
大阪音楽大学同窓会≪幸楽会≫
大阪成蹊大学
大阪成蹊短期大学
京都教育大学
神戸学院大学
武庫川女子大学音楽学部
日本女性作曲家連盟
演奏会終了後、小パーティーがございます。（参加自由・無料）
どなたでもご参加いただけます。お気軽にご参加ください。

また、今年度の関西現代音楽交流協会賞の発表・授与式を行います。
ご挨拶

本日はご来場頂きありがとうございます。関西現代音楽交流協会は1986年11月に会員の作品発表の場として第一回の演奏会を開催しました。その後回数を重ね今回が44回目の演奏会となりました。これまでの26年間の活動は必ずしも常に順調であったというわけではなく、出演希望者が少ないため、やむなく演奏会を開催できない時期もありました。2005年には会員数も31名にまで減少していましたが、組織を改編し運営方法を簡明にしたことなどにより、活発な演奏会が行われるようになるとともに漸次会員は増え、現在では80余名の会員数となっています。

日本の経済的不況に対して言われる「失われた20年」の間、小泉政権の時代には「自己責任」という言葉がしばしば語られていました。当時は「組織に頼らず個々の責任と能力で苦難に対処する」ことによって不況を克服しようと考えた時代だったのかもしれません。東日本大震災の後は「絆」という言葉をキーワードとして、多くの人々が集い連帯することによって、あの未曾有の災害から立ち直ろうしています。

私たちの協会の会員数の増減も、これらの時代の変遷と軌を同じくしているようにも感じます。今こそ私たち音楽家同士は連携協力しあって、音楽業界全体の不況を乗り越えるべき時期なのかもしれません。

今回の演奏会では、９名の演奏会員により、７名の作曲会員の作品、そして近現代の名曲が演奏されます。いずれの作品・演奏も各々の会員が独自の音楽的空間を表現するとともに、多くの方が喜んで聴いてくださることを目指しています。終演予定は19：00過ぎとなっており、一回の演奏会にしてはかなり長時間になってしまうことが気掛かりです。それでも皆さま方に最後まで楽しんで頂けることを、出品・出演者一同心から願っております。

私たちの協会では創作・演奏活動が、今後さらに充実したものになるよう、全ての会員がそれぞれの立場でより一層の努力を重ねる所存でおります。これからも皆さま方のご支援とご協力の程よろしくお願い致します。 

最後になりましたが、本日の演奏会にお越し頂きました皆さま方の益々のご健勝とご活躍をお祈りしております。
関西現代音楽交流協会委員長　　大澤弘之

作曲：内藤　正彦　 NAITO　Masahiko（作曲家会員　出品）
· エオリアとドーリア

通常、曲の主題やモティーフは一つの調もしくは旋法から成りますが、この作品は、主題それ自身に二つの旋法（エオリアとドーリア）が含まれています。
冒頭５小節の主題は、エオリア→ドーリア→エオリアと揺れ動き、それに伴い、主音から６度の音であるFとFisが短い間隔で交代することで、独特の雰囲気を感じさせます。 
今作は、前回発表した拙作「ノスタルジア」の改作です。今回、冒頭に前述の主題が追加され、それが全曲の核となっています。
＜作曲：内藤正彦（ないとう　まさひこ）＞

大阪音楽大学短期大学部専攻科作曲専攻卒業。作曲を田中邦彦、景山伸夫、藤島昌壽氏に師事。
平成二十二年度関西現代音楽交流協会作曲賞受賞。関西現代音楽交流協会会員。
＜ピアノ：村上優（むらかみ　ゆう）＞

大阪教育大学芸術専攻音楽コース卒業後、ハンガリー国立リスト音楽院に留学。第15回イタリアバルレッタ市国際コンクール第１位、併せて同市特別賞、アジア人最優秀としてムジカ・アジア特別賞受賞。これまでに、ハンガリー国立交響楽団コンサートマスター、ハンガリーオペラ座交響楽団メンバーらと共演。インドネシアにてマスタークラス指導、室内楽フェスティバル出演。現在、演奏活動の傍らコンクールの審査や後進の指導にあたる。畿央大学・大阪府立池田北高等学校非常勤講師、京都音楽院講師。関西現代音楽交流協会会員、寝屋川市文化のたねを育てよう実行委員長。

作曲：大澤　弘之 　OSAWA  Hiroyuki
◆「夕影草」「近くあれば」　　作詞：水沢遙子
作曲：岡田　正昭 　OKADA  Masaaki
◆「サフランの恋」　　　　　作詞：岩原陽子
◆「サフラン摘みのうた」　　作詞：宮田滋子
(作曲者より)
「夕影草」「近くあれば」

「古典和歌からインスパイアーされたような歌詞を創作することはできないでしょうか？」と水沢さんに尋ねたと言うよりも、お願いをしたのは数年前のことです。3篇の詩を送っていただいたのはそれから一年余り後のことでした。水沢さんが随分時間を掛けられたことに合わせるように、付曲にも相当の時間が必要でした。古典和歌で表現された心情を現代に生きる私たちの心に直接響くような曲に仕上げたいと願って作曲しました。（大澤）
「サフランの恋」

かつてはヨーロッパの王候貴族がその雌しべを求めたというサフラン。
娘が一心不乱に手を黄色に染めて働いている。便りのこない恋人のことも忘れようとして。

「サフラン摘みのうた」

ラマンチャ地方の透き通るような青空の下、恋を忘れてサフラン摘みの娘たち。
背景には風車、サンチョパンサ。（岡田）　

(作詞者より)
　古典和歌を現代の歌曲のための詩に書きかえるという課題はとても心ひかれるものでした。万葉集から、笠(かさの)女郎(いらつめ)が大伴家持に贈った「相聞」（恋歌）を選んだものの迷いながらの仕事になりました。私は短歌作者なので、言葉を削いで抑え、凝縮するようにモチーフをまとめて三十一音で表現します。笠女郎の和歌を現代語にするには凝縮されたものをあらためて展開するという全く逆のことをしなければなりません。この完璧な言葉の結晶をどう解きほぐしても元の和歌の心には遠く及ばない感じがしてしまうのです。　「夕影草」は、夕べになってつのる心もとない思いを、草や露のイメージに風も添えて表わしています。「近くあれば」は、遠く離れてしまったら生きていられそうもないという嘆きを、やや世界を広げて距離感を表わしてみました。大澤弘之氏の美しい旋律を得て、今日は1300年前の笠女郎の思いが私たちの心にやさしく確かにとどくことでしょう。（水沢）
(演奏者より)
「夕影草」  歌詞に、切なく強い恋ごころを感じずにはいられません。想いの深さ、想いを馳せる
その時間の流れを「語る」ように、伴奏の織り成す音からも美しく綴ってみたいと思います。

「近くあれば」 忘れきれないがゆえに寂しく、おき場のない心情が切々と語られているように感
じます。その心情をさりげなく受けとめるかのような伴奏になることを心掛けて練習しました。
「サフランの恋」 辺り一面のサフランと、遠く離れた恋人から手紙の返事が届かないことを憂う娘
の繊細な気持ち。このコントラストを音の中に楽しみながら、演奏（伴奏）いたします。

「サフラン摘みのうた」 サフラン摘みに総出でいそしむ光景とともに、照りつける太陽、フラメン
コ舞踊といった、わたくしが持つスペインの熱いイメージをピアノ伴奏の中からも感じていただけ
ることを願っています。（堀田）
＜作曲：大澤弘之 （おおさわ　ひろゆき）＞　　
大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。1989～90年国際交流基金によりフライブルク、2002年～03年文部科学省在外研修員としてベルリン、ローマにて研修。華頂女子高校音楽科非常勤講師などを経て、現在京都教育大学教授、大阪音楽大学および立命館大学非常勤講師。関西現代音楽交流協会、21世紀創作歌曲の会「まほろば」、茨木新作音楽展会員。
＜作曲：岡田正昭 （おかだ　まさあき）＞
大阪音楽大学大学院作曲専攻修了。平井康三郎、近藤圭両氏に師事。詩と音楽の会、日本作曲家協議会、東京国際芸術協会等 会員。音楽之友社より「岡田正昭歌曲集」出版他 合唱曲出版。三木露風賞、TIAA全日本作曲家コンクール、牧野由多可作曲コンクール等入賞。現在、大阪音楽大学作曲講師。
＜ソプラノ：吉田憲子　（よしだ　のりこ）＞ 

大阪音楽大学音楽学部声楽学科卒業。第11回、第12回たそがれコンサート、2002,2005年邦洋クロスオーバーコンサート、第35回、第43回現代音楽作品の夕べ、TIAA全日本作曲家コンクール入賞者披露演奏会、 その他、チャリティーコンサートや各種演奏会に出演。

第12回長江杯国際音楽コンクール入選。第12回万里の長城杯国際音楽コンクール奨励賞受賞。
福島慶子氏に師事。現在、関西現代音楽交流協会会員。

＜ピアノ：堀田久美（ほりた　くみ）＞ 

大阪信愛女学院高等学校、大阪音楽大学ピアノ専攻卒業。好川富子、須上直子、福島久仁子、八田惇の各氏に師事。在学中よりピアノ指導を始め、導入期からのピアノ指導法、演奏法の研究に継続的に取り組んでいる。大学卒業と同時に守口市少年少女合唱団ピアノ伴奏者を務め、これまでにカナダ・アメリカ・オーストラリア公演の他、東京ディズニーランド・中四国・九州地方にいたるまで、国内外の多数の演奏会に出演。演奏活動としては、合唱・声楽・フルートなどの伴奏のほか、ソロおよびピアノアンサンブルを行っている。現在、自宅教室にてピアノ指導、大阪市民交流センターピアノ講座講師、大阪市生涯学習ルームコーラスピアノ伴奏者、(社)全日本ピアノ指導者協会大阪支部事業企画委員、関西現代音楽交流協会役員。
作曲：湯浅　譲二　 YUASA　Joji
· アルト・フルートのための舞働Ⅱ
湯浅譲二は1929 年生まれの日本の現代音楽の作曲家。アルト・フルートのための「舞働II」は、1987 年3 月アメリカのロサンジェルスで赤尾三千子氏によって委嘱初演された、能管のための「舞働II」を、作者自身の手でアルト・フルート用に書き改めたものである。

《舞》という言葉は、《能》の、個々に現れるからだの動きを表現するだけではなく、懐の深い意味をもっている。囃子に乗って演じられる《舞》では、男か女か、神か人かなどの役柄や、祝言物か修羅物か、あるいは鬘物かといった曲の違いに応じて、さまざまな種類がある。《舞》では、笛の旋律が主体的な役割を果たし、旋律の微妙な違いやリズムの違いによって、多彩な舞曲を構成している。今回演奏する《舞働》は、厳密には《舞》としては扱われず、それに準ずるものと位置づけられており、地謡の謡がなく、囃子に合わせて演じる部分は舞事と同じだが、怒りや興奮、混迷といった感情、あるいは戦いや威嚇、狂いといった動作をリアルに表現する《働事》に含まれる。以上の事をまとめると、《舞働》は竜神や鬼神、天狗、妖怪などが威力を誇示するために演じる、豪快な所作であり、働事でありながら、笛が拍子に合うところが舞事と同じであるところからこう呼ばれるようになったという。この曲には、適当に音を伸縮して吹く「あしらい吹き」や「ヒシギ」（能管の最高音域の音で冒頭や全曲の終わりなどに吹かれる鋭くヒィーと鳴る音）が使われている。
（演奏時間：９分）

＜フルート：大升良美（おおます　よしみ）＞

愛知県立芸術大学音楽学部器楽科卒業。M.ラリュー、P.アランコ各氏のマスタークラス受講。フルートを保坂真弓、榎田雅祥、長山慶子、寺本義明、伊藤公一の各氏に師事。'09 年第二回jfos フルートアンサンブルコンクールに於いて優秀賞受賞。同年、ケルターボーンと仲間の演奏会に於いて、高 昌帥「フルートのための断章」、田中邦彦「気紛れな涼風～フルートとピアノのために～」を初演。平成23 年度関西現代音楽交流協会演奏賞受賞。'12 年7 月、ワルシャワフィル・コンサートマスターズと共演。ランコントルフルートカルテット、ウィンドオーケストラエスペランサメンバー。関西現代音楽交流協会役員。

作曲：スクリャービン　 Alexander  SCRIABIN
· ピアノ・ソナタ第2番　嬰ト短調　作品１９「幻想ソナタ」

第1楽章：4分の3拍子　アンダンテ

スクリャービンは、ロマン派～近代にかけての作曲家である。また、色彩への強い関心、宗教、革命、私生活等からの影響から作風が大きく変化していった作曲家としても知られる。それはこの「幻想ソナタ」も例外でなく、書くきっかけとなったのは モスクワで育ったスクリャービンにとって初めての体験となる海だった 。スクリャービンは1892年のラトヴィア旅行でバルト海を目の当たりにし、翌年はヤルタで黒海にきらめく月の光に感動し、1895年のヨーロッパ旅行では地中海の輝きからも刺激をうけた。スクリャービンによれば、「最初の部分は南国の夜の海辺の静けさを描いている。展開部は深い深い海の、暗い動揺だ。ホ長調は宵闇の後に差し込むやさしい月の光を表している」。重々しく不安な気分にさせる第１主題と幸福感に満ちた第２主題、この２つの主題が展開していく。再現部はホ長調で穏やかに進み、分散和音の美しい流れのなかから旋律がそっと浮かび、そのままホ長調で終止する。印象派風の響きとピアニスティックな書法でもって作曲され、「幻想ソナタ」という題にふさわしい作品である。

＜ピアノ：水元靖香（みずもと　やすか）＞

大阪音楽大学短期大学部ピアノ卒業。在学中、「ピアノ演奏法選抜発表会」連続出演。その後、大阪音楽大学器楽学科ピアノ専攻編入。阪神ジュニア音楽コンクールにてショパン部門大学生の部 金賞受賞。幸楽会三重県支部フレッシュコンサート、三重県新人演奏会に出演。ピアノを海老鼻智子、土井緑の各氏に師事。関西現代音楽交流協会演奏家会員。
作曲：近藤　浩平 　KONDO　Kohei
· 歌曲集「木にかえる」より  第1曲  木にかえる　　　作詞：森永かず子
作曲：大澤　弘之 　OSAWA  Hiroyuki
◆「サルビアの花」「風花に」　　作詞：村瀬保子
「木にかえる」
作曲者より解説をいただきました。

海も空も全てが水と生命に満たされた空間として広がる。「空と大地に結ばれ」、「世界に手をふる一本の木になる」「わたし」の声。
長崎県の詩人、森永かず子氏の詩による歌曲集。2004年9月、神戸北野ハンター坂のクレオールにてＭU楽団（ソプラノ：美堂舞、ピアノ：植田浩徳）により初演。楽譜はマザーアース株式会社より出版されている。
「サルビアの花」「風花に」
詩人の村瀬保子様よりコメントをいただきました。

はるか昔、人生の岐路で思い悩んだ時期がありました。私は今でも群植されたサルビアの花の緋赤に出会うたび、胸につんとした痛みを覚えます。それはただただ、過ぎ去った、純粋で若い時へのいとおしさだったり、その若さ故の未熟さからくる悔恨にも似た思いだったり、又、時を経ても変わらない花の赤さに較べ、人の心は色褪せ、移ろってゆく……ことへのさみしさだったりするのかもしれません。「風花に」は、二度と会えなくなってしまった人への心残りが背景にあります。折りしも今日から十二月、風花が舞い始める季節になりました。この二曲は私の中でも、痛くも思い入れのある、好きな作品達です。今日の演奏を楽しみにしています。

＜作曲：近藤浩平（こんどう　こうへい）＞

1965年宝塚市生まれ。関西学院大学文学部美学科にて畑道也氏に音楽学を学ぶ。作曲は独学。2010年　ベルリン・ドイツ・オペラ＜Klang der Welt Ostasien（世界の音・東アジア）＞作曲コンクール第２位（室内楽）。「ピアノ協奏曲」は福村麻矢氏の独奏、パオロ・フェッラーラ氏指揮の関西フィルによって初演された。左手のピアノ曲は智内威雄氏のレパートリーとして演奏回数が多い。震災の犠牲者への追悼作品である「海辺の祈り」は国内外で数十回演奏されている。日本作曲家協議会会員、日本現代音楽協会会員。

＜作曲：大澤弘之 （おおさわ　ひろゆき）＞　

ｐ．７参照。

＜ソプラノ ：片山賀子（かたやま　のりこ）＞

大阪教育大学卒業。尚美学園ディプロマコース修了。修了時に特別奨励賞を受賞。日本歌曲、ドイツ歌曲、フランス歌曲の演奏にて多くのコンサートに出演。オペラでは「コシ・ファン・トゥッテ」のデスピーナ、「メリー・ウィドウ」のシルビアーヌなどのコミカルな役を演じ好評を得た。新作歌曲や音楽劇の初演でも活躍。その様子はFM・HIにて紹介された。

関西現代音楽交流協会演奏会員、EIの会会員。静岡県焼津市出身。
＜ピアノ：園田文子（そのだ　ふみこ）＞

ドイツ国立フライブルグ音楽大学、大学院を最優秀賞受賞をもって修了。国際芸術連盟最優秀新人賞、ライオンズクラブ高槻基金受賞。Music Center N.Y国際ピアノコンクールに入賞。 カ―ネギ―ホ―ル、国際ダルムシュタット音楽祭セミナー、びわこホ―ルでの演奏など幅広く活動中。渡邉康一郎、故ティボール・ハザイ、アンドレイ・ラツシンスキの各氏に指示。関西現代音楽交流協会演奏家会員。
作曲：三善　有希乃 　MIYOSI　Yukino（作曲家会員　出品）
· ３つの絵画交響曲
私の好きなアーティスト、奈良美智さんの絵とそれに付随しているテキストの中から、気に入った３編を選び、そこからインスパイアして３小品にしました。各小品のテキストが作曲していた時の心境と重なり、又、音楽的用語（重い大太鼓・鈴の音・・）が随所にあったのでイメージし易く、打楽器音や、歌をトランペットの音に例え、ピアノで色合いを付けました。各小品それぞれに、同一のモチーフ、リズム、音程を散りばめています。
＜作曲、ピアノ：三善有希乃（みよし　ゆきの）＞
神戸山手女子高等学校〈音楽科〉作曲専攻を経て、大阪音楽大学作曲学科卒業。作曲を中西　覚、門田展弥、田中邦彦の各氏に師事。主な作品に「希望に満ちた星」for フルート＆クラリネット＆トロンボーン＆ピアノなど他多数。出版楽譜にひょうご日本歌曲集「新しい日本の歌３」より、庭石菖、石垣島、出発つ少年など他多数。現在、新響楽器にてピアノ、エレクトーン、作曲を指導。YAMAHA　JET講師。日本女性作曲家連盟、ひょうご日本歌曲の会、関西現代音楽交流協会各会員。

＜トランペット：北浦和弥（きたうら　かずや）＞
大阪音楽大学短期大学部を経て、大阪音楽大学卒業。幼少期からピアノを始め、15歳からトランペットを始める。大学在学中からソロを中心に活動し、多くのジャンルや編成での演奏を数多く経験する。約2年間、同志社大学オーケストラ（同志社交響楽団）に在籍。現在、島村楽器音楽教室トランペット科講師として、主に楽器店でのレッスンを中心に行う傍ら、中学や高校の吹奏楽部指導を行う。演奏面ではソロを中心に依頼演奏から自主企画演奏会などを行う。地球音楽隊「フレンドシップ」演奏活動会員、関西現代音楽交流協会演奏家会員。これまでにトランペットを坂晃、秋月孝之、吉田治人の各氏に師事。

＜打楽器：石原雄治（いしはら　ゆうじ）＞
中学校の吹奏楽で打楽器を始め、高校でバンドでのライブハウスで演奏を始める。大学在学中に本格的にドラムを始めることを決意し、河瀬ドラムスクールで小川隆庸氏に師事。即興演奏ジャムバンド「feat.ツタンtheカーメンズ」を主催、即興演奏デュオ「寝屋川ジャム」を主催、ロックバンドRACHELにてインディーズデビュー。現在は東京に拠点を移し、バンドサポートや、即興演奏家として活動中。関西現代音楽交流協会演奏家会員。
作曲：宇野　文夫 　UNO　Fumio（作曲家会員　出品）
· 無伴奏フルートのための音楽

透明な音色と俊敏な動き。フルートの、延いてはフルート音楽の特色、そして魅力は、元来このようなものであると捉えています。今回、久々にフルートを扱うにあたって、様々なスタイルのフルート音楽に右顧左眄したものの、結局、このシンプルな真理に立ち戻りました。

＜作曲：宇野文夫（うの　ふみお）＞
昭和34（1959）年兵庫県西宮市生まれ。神戸育ち。武蔵野音楽大学大学院修了。主要作品に4つのピアノ･ソナタ、二重奏曲(fl, pn)、室内楽第１、第3～6番がある。最新作は、この11月に「第３回茨木新作音楽展」にて坂本環氏、田中一花氏によって演奏された歌曲「万葉参照」。当交流協会に加え、神戸音楽家協会、日本現代音楽協会、Vivava Opera Company (VOC)に所属。平成10年より月刊「音楽現代」誌に執筆。神戸学院大学人文学部准教授。武庫川女子大学音楽学部講師。

＜フルート：大升良美（おおます　よしみ）＞

Ｐ．８参照。

作曲：今井 　飛鳥　IMAI　Asuka（作曲家会員　出品）
· 彼が、来る。
国語の時間、そのどこにも指示書きなどされてはいないのに、句読点を意識しながら大きな声でハキハキと教科書を読むのが、またそのような読み方をして「朗読が上手い」と先生に褒められるのが、私は退屈で仕方がなかった。
  ある日、指名されたのでいつもの通りにその場で起立し教科書の文字を声に出して追っていると、妙な既視感、もしくは既聴感を覚えた。はっとして、瞬時にその原因を探してみると、どうやらうっかり同じ行を繰り返し読んでしまったようだ。行のおわりまで読むまで気が付かなかったのは、偶然にもそれで文脈が成り立ってしまう行の編集がされていたからだろう。試しに再び同じ箇所を読んでみると、やはり意味が通る。もう一度、もう一度、とやっているうちに、妙なことが起きた。周りの生徒たちの頭部が、一人また一人と物凄い速さで回転し始めたのである。
ぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるぐるgr……
  ようやく事態に気付いた先生が、固くなって回りもしない頭から白い湯気を立てながら、今すぐ次の行へ進むよう声を荒らげて私に指示したが、あんまりそのループが心地よいので、私は彼女の声を無視してひたすらその一行をリピートし続けた。（そのとき自分の頭が回転していたかどうかは覚えていない。（多分していなかった。））
  数分後、すべてを打ち消すかのごとく、聞き慣れた間抜けな音が教室に響き渡った。

＜作曲、ピアノ：今井 飛鳥（いまい　あすか）＞

大阪音楽大学音楽学部作曲学科作曲専攻卒業。同大学院音楽研究科作曲専攻修了。2006年度大阪音楽大学優秀賞受賞。第13回TIAA全日本作曲家コンクールソロ部門入選。作曲を乾堯、久保洋子、近藤圭、鈴木治行の各氏に、ピアノを竹中啓子氏に師事。

＜声：石川貴子（いしかわ　たかこ）＞
島根大学教育学部音楽研究室声楽専攻卒業。卒業演奏会出演。2004年より京都にて活動を始める。2010年には、中国内モンゴル自治区オルドス市にて日中友好文化交流会に出演し、高い評価を受ける。近藤千代、吉田功、浅井順子の各氏に師事。
＜ピアノ：越後智子（えちご　さとこ）＞

3歳よりピアノを始める。小学校5年生より相愛音楽教室に通い始め、卒業演奏会に出演。

相愛高等学校音楽科ピアノ専攻、相愛大学音楽学部音楽学科ピアノ専攻卒業。2009年、日中文化交流にて内モンゴルで演奏等、卒業後はコンサート、伴奏、多数出演する。
作曲：バルトーク　BARTÓK　Béla
· 組曲　Op.14
· ３つのチーク県の民謡

· アレグロ・バルバロ

「組曲　Op.14」
バルトークはこの曲に関して次のように述べている。「民謡の旋律の引用はなく、すべて私自身のオリジナルなテーマに基づいています。ピアノ技術を洗練し、より透明化しようと考えました。後期ロマン派的な重厚な和声様式に対抗し、しっかりした骨と筋肉の構造になるようにしました。つまり、不要な分散和音など装飾要素を除外して簡素化したのです。」
　非常にリズミカルなモデラートの第1曲、急速なスケルツォの第2曲、どこか狂信的で騒々しいアラブ風の第3曲、その圧倒的な頂点に達した後の悲観的な緩徐楽章の第4曲で全曲を閉じるドラマティックな力の配分は見事である。
「３つのチーク県の民謡」
バルトークは1906年から民俗音楽の採集を始めたが、この曲はその成果が表れた最初の作品の一つである。1907年にチーク県で60歳の農夫による縦笛演奏をバルトーク自身が採集した旋律である。元来付いていた歌詞は以下のとおりである。
1） ロージャ・シャーンドル（英雄視されいてた義賊）が馬にまたがれば麻のズボンが風になびく。ああ、ドナウ河を渡っている
2） 恋人は泣く、僕も泣く。二人とも泣く、ひどく悲しく。母よ、母よ、なぜ僕を追う。この少女との結婚になぜ反対したのか？（中世封建時代は両親が結婚相手を決めた）
3） 10月の、10月の1日（徴兵命令書が配布された日）。チークカルツファルヴァ村に日が差さない。鳥にも、木々にも別れを告げよう。そして、チークカルツファルヴァ村の少女たちにも。
「アレグロ・バルバロ」
題名の由来は、コダーイ・ゾルタンによると、1910年パリに登場した彼らの音楽が「野蛮な（barbaric）」と評されたことに、バルトークが皮肉を込めて報復したのではないか、という。
　ピアノの打楽器的特性を開拓したバルトークの独自性が発揮された、野性的な力みなぎる作品である。
＜ピアノ：村上優（むらかみ　ゆう）＞

ｐ．５参照。
【関西現代音楽交流協会について】
　関西現代音楽交流協会は現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として1986年に設立されました。主に関西を音楽活動の中心とした者が会員となっており、現在その数は作曲会員・演奏会員合わせて約80名です。これまで毎年春・秋に、作品発表と演奏活動の場である演奏会「現代音楽作品の夕べ」を、40余回主催してきました。
公式ホームページ　http://kmma.web.fc2.com/


【会員募集】

関西現代音楽交流協会では、現在作曲会員・演奏会員を募集しています。

入会すると本会が主催する演奏会「現代音楽作品の夕べ」に出品・出展することができます。

ご関心のある方は、本演奏会終了後のレセプションにて会員までお問い合わせください。
プログラム





内藤　正彦　作曲　　エオリアとドーリア


ピアノ：村上優





大澤　弘之　作曲　　「夕影草」「近くあれば」


岡田　正昭　作曲　　「サフランの恋」「サフラン摘みのうた」


　　　　　　　　　　　　　ソプラノ：吉田憲子　ピアノ：堀田久美





湯浅　譲二　作曲　　アルト・フルートのための舞働Ⅱ


　　　　　　　　　　　　　　フルート：大升良美





スクリャービン　作曲　　ピアノソナタ第2番　Op.19「幻想ソナタ」第1楽章


　　　　　　　　　　　　嬰ト短調


　　　　　　　　　　　　　　　ピアノ：水元靖香





近藤　浩平　作曲　　歌曲集「木にかえる」より  第1曲  木にかえる


大澤　弘之　作曲　　「サルビアの花」「風花に」


　　　　　　　　　　　　ソプラノ：片山賀子　ピアノ：園田文子


　


＝休憩＝





三善　有希乃　作曲　　３つの絵画交響曲


トランペット：北浦和弥　打楽器：石原雄治　


ピアノ：三善有希乃 





宇野　文夫　作曲　　無伴奏フルートのための音楽


フルート：大升良美





今井　飛鳥　作曲　　彼が、来る。


声：石川貴子　ピアノ：越後智子





バルトーク　作曲　　「組曲 Op.14」「３つのチーク県の民謡」「アレグロ・バルバロ」


　　　　　　　　　　　　　 ピアノ：村上優
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